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新型コロナウイルスの影響が長期化し、岡山県内も5月16日から２度目となる緊急事態宣言が発令され、
これまで以上に感染予防とリスクの回避が求められています。
一方、自粛生活が続くなかで懸念されるのが、体力や気力の低下や情報の不足、地域での孤立化等です。
「通いの場」は楽しさや健康づくりだけでなく、日常の居心地の良い空間で繰り広げられる交流が、住

民の孤立を防ぎ、情報や支え合いを地域全体に広げていくという効果もあります。
今回は、「新しい生活様式」が求められているなかで、私たちができる「つながり様式」の一例をご紹

介します。

みんなが会えない時だからこそ、回覧板と交換日記を一つにした「つながる回覧」を活用してみてはいかがで
しょうか？ メンバーに今の近況を書き込んでもらって次へ次へ回します。
会えない日々が続いていても、どこか懐かしい交換日記が心と暮らしをつなぎます。

・みんなの今の暮らしが気にかかる。
・おしゃべりのような交流を継続したい。

つながる回覧の用紙は
社会福祉協議会に
ご用意しています

※ホームページ
からもダウン
ロード可能です

昨年、緊急事態宣言が出て、私
たちのサロンが自粛している間
に「つながる回覧」に取り組み
ました。
３０人のメンバーを３つのグ
ループに分けて行ったところ、
すごいスピードでびっしりと記
入された回覧が返ってきました。
それだけみんな情報やつながり
に飢えていたことがことがわか
りました。
自粛期間中もつながりを続けて
いたのでスムーズに再開ができ、
自然な交流が続いています。

サロンサカヅ・元気サロンサカヅ
代表 藤井 康演 さん

一人ずつ最近の近況を書き
込みます。字を書くことが
苦手な方は、チェックだけ
でもOKです。

工夫をしていること、夢中
になっていることなどを記
入。

気持ちが沈んでいたり、
困っていることはここに記
入して「助けられ上手」に
なりましょう。

記入した日記を読みながら
その感想やお返事を書いて
共有します。

書き方見本



地域でのつながりや交流の場が自粛を余儀なくされるなか、仕事や、子育て、暮らしの悩みなど、ちょっとし
た困りごとも一人では抱えきれない悩みに膨らんでしまうことも…。
互近助パントリーは、食材や生活雑貨を地域の身近な拠点に保管して、地域に応じた方法で活用し 「互いに
近所で助け合う」新しい支え合いの仕組みです。

・困りごとが抱えきれなくなってきた
・暮らしに困っている人をできる範囲で支えたい

生活支援コーディネーターは支え合いのある元気な地域を応援するために社会福祉協議会に配置された職員です。
「元気な地域」に欠かすことができないサロン活動などの「通いの場」の情報発信や立ち上げ・運営支援も私た
ちの大切な業務の一つです。
今だからこそできるつながり方やこれからに向けた集い方などを一緒に考えさせてください！

・他のサロンの情報を知りたい
・今後の活動を一緒に考えてほしい

ごきんじょ

【設置状況】
・市内３２か所に互近助パントリーを設置
（令和３年５月１８日現在）
※倉敷９か所・水島８か所・児島３か所・玉
島５か所・船穂１か所・真備６か所

【設置拠点】
・法律事務所・子育て支援拠点・子ども食堂・
地区社会福祉協議会・障がい者就業支援作業
所・地域交流拠点・喫茶店・被災者支援拠点・
地域ボランティア等

地域のつながり
づくりや支え合い活動
に活かされる食材や
生活雑貨の提供者を
募集しています。

（米・保存食品・乾物・
調味料・お菓子・
生活雑貨等）

社会福祉協議会が受け取ります

食材や生活雑貨
を活用して交流や
支え合い活動を
行うサポーターも
募集しています！

倉敷市社会福祉協議会 地域福祉課 倉敷市笹沖180番地 ☎086-434-3301

問い合わせ先

長沢
（倉敷地区）

水野
（児島地区）

阪本
（水島地区）

様々な通いの
場の事例や

サロンの一覧
を掲載

松本
（玉島地区）

松岡
（全市域）

山本
（船穂・真備地区）

支え合い事例と
暮らしの困りご
との相談支援
窓口を紹介

※これまで発行した下記のガイドブックもぜひご活用ください！
（社協窓口での冊子のお渡し・倉敷市社会福祉協議会ホームページからのダウンロードが可能です）

※互近助パントリーへの食材等の提供や設置・受取り等に関するお問い合わせは倉敷市社会福祉協議会地域福祉課まで（４３４－３３０１）


